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費用がかかる。そのため、すべての施設で容易に行える whisker 解析の評価手法を開発した。 















となるまでの撮影時間をそれぞれ計測し検討した。N=９のマウスで 120fps から 480fps の間の各
fps 正確に追跡できることができる撮影時間の長さを検討した。それぞれの fps で撮影後
KINOVIA を用いて自動で追跡を行わせた。ソフトの追跡点とマーキングとのずれが１度を超え





















めには fps は多ければ多いほどよい結果となった。そして両側の whisker 解析において頭部すべ
てを収めるためには画像サイズができるだけ大きいことが好ましい。そこで、480 fps で 1920× 
1020 のフル HD で撮影できるデジタルカメラを選択した。 
今回新たなマウスにおける whisker 評価法を開発した。その結果挫滅後約 5 週間でほぼ完全な回 
復を得るという結果を得た。また fps が高い撮影法がより適していると考えられた。 
（注）和文で２，０００字以内でまとめる       
 




設で普及しうると思われる whisker 解析の評価手法を開発した。 








撮影時間をそれぞれ計測し検討した。N=９のマウスで 120fps から 480fps の間の各 fps 正確に追跡できることが
できる撮影時間の長さを検討した。それぞれの fpsで撮影後 KINOVIA を用いて自動で追跡を行わせた。ソフトの
追跡点とマーキングとのずれが１度を超えた時点で撮影は終了とした。 











能時間を調べた結果 120fps と比し標的をスムーズにズレなく追跡するためには fps が多ければ多いほどよい結
果となった。 
今回新たなマウスにおける whisker 評価法を開発したためその有意性と客観性を報告した。 
【審査の内容】約 20 分間のプレゼンテーションの後に，主査 松川より、評価機器開発の目的に対して神経障
害モデルを用いた理由、髭のマーキングする位置の妥当性、3 次元解析の可能性など計 8 項目、また第 1 副査
間瀬光人教授より髭運動の特徴を基に数学的予測モデル応用の可能性、顔面神経障害モデルのメカニズムと妥
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